
2011 年 1 月 11 日 
 

社団法人 日本産科婦人科学会 
理事長 吉村泰典 

医療改革委員会 委員長 海野信也 
 

平成 22 年度 第 1 回「拡大医療改革委員会」兼 
「産婦人科医療改革公開フォーラム」 

開催のお知らせ 
 
謹啓、日本産科婦人科学会では、本年度第 1 回拡大医療改革委員会を厚生労働

科学研究岡村班との共催で、「産婦人科医療改革公開フォーラム」として、以下

の要領で開催することを企画いたしました。地域医療の危機的状況に鑑み、こ

のような会を開催することの重要性はきわめて高いと思われます。なにとぞご

出席のほどお願い申し上げます。 
謹白 

 
平成 22 年度第 1 回「拡大医療改革委員会」 
兼「産婦人科医療改革公開フォーラム」  

 
日時：2011 年 1 月 30 日 （日曜）13 時から 16 時 
場所：「東京ステーションコンファランス」503A+B+C+D 

東京都千代田区丸の内一丁目 7番 12 号 サピアタワー 5 階 

TEL：03-6888-8070 

JR 東京駅 新幹線専用改札口（日本橋）より徒歩 1分、 

八重洲北口改札口より徒歩 2分 
 
主催：社団法人日本産科婦人科学会・厚生労働科学研究（子ども家庭総合研究事業）「地域

における周産期医療システムの充実と医療資源の適正配置に関する研究」（主任研究者：岡

村州博）分担研究「周産期救急医療体制と分娩環境の安定的確保」分担研究者：海野信也） 
 

テーマ：「産婦人科医療改革の展開」 
―現状把握と地域間、診療分野間、施設間の格差是正への取り組み― 

 
議事次第： 
司会： 斎藤 滋（富山大学・日本産科婦人科学会周産期委員会委員長） 

澤倫太郎（日本医科大学・日本産科婦人科学会副幹事長） 
 
【第一部（午後 1 時開始予定）】 
 
挨拶： 

 吉村泰典（慶應義塾大学・日本産科婦人科学会理事長） 
 厚生労働省雇用均等児童家庭局・医政局（予定） 

 



 
基調講演 
 産婦人科意識動向調査・大学病院待遇改善状況調査報告 

海野信也（北里大学・医療改革委員会） 
産婦人科新規専攻医を増やすための取り組み 

斎藤 滋（富山大学・周産期委員会） 
産婦人科医療提供体制の現状について 

中井章人（日本医科大学・日本産婦人科医会勤務医部会） 
 男女産婦人科医師キャリアサポート委員会調査結果報告 

北澤正文（獨協医科大学・男女産婦人科医師キャリアサポート委員会） 
 
【第二部（午後 2 時開始予定）】 
 

「新臨床研修制度導入後の産婦人科医のキャリアデザインの現状―自らの経験を

通じて―」              本多 泉（都立多摩総合医療センター） 
「医局の法人化―医療提供と専攻医教育の両立に向けてー」 

金内優典（北海道大学） 
「ALSO プロバイダーコースの普及活動」 

 済生会高岡病院 吉本英生（金沢大学） 
「へき地・離島の産科医療に関する地域医療振興協会の取組み」 

伊藤雄二（西吾妻福祉病院） 
「大阪における今後の周産期医療関連課題」 

光田信明（大阪府立母子総合医療センター） 
 「産婦人科専攻医増加のためにー長崎大学の現状と対策」 

        吉田 敦（長崎大学） 
 
総合討論（午後 4 時までの予定） 
 
1) 本拡大委員会は、一般会員に開放した形式で行うとともに、公開フォーラムとして、報

道関係者ならびに一般の方の傍聴および討論への参加を歓迎します。 
2) 本 拡 大 委 員 会 の 記 録 は 、 動 画 形 式 で 岡 村 班 海 野 チ ー ム ウ ェ ブ サ イ ト

（http://shusanki.org/index.html）に掲載する予定です。 
 

3) 当日ご出席をご希望の方は事前に下記までご連絡をお願いいたします。 
   社団法人 日本産科婦人科学会 事務局宛 
   E-mail：  nissanfu@jsog.or.jp 
   FAX       03-5842-5470 

以上 


